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切り花ギクに利用可能な黄色 LED パルス光を用いた害虫防除技術の開発 














る明期 20 ms／暗期 80 ms の時間構造を有する黄色パルス光を，放射照度 1～100 mW･m-2で照射することで，
照明に対する慣れ現象を防止でき，安定的，かつ持続的に視認させることに成功した。 























を解析した。その結果，デューティー比 20％に相当する明期 20 ms／暗期 80 ms の時間構造を有する黄色パ
ルス光を，放射照度 1～100 mW･m-2で照射することで，照明に対する慣れ現象を防止でき，安定的，かつ持続
的に視認させることに成功した。続いて，合計 19品種の切り花ギクを供試し，前出の明期 20 ms／暗期 80 ms
の時間構造を有する黄色パルス光を異なる放射照度で照射し，発蕾，開花および切り花形質に及ぼす影響を
調査した。その結果，営利栽培上の問題となるような大きな影響を及ぼすことなく適用できる放射照度の範
囲が存在することを明らかにした。 
 本研究で開発した本技術を生産現場に適用させるため，切り花ギク用のLEDランプを試作し，露地ギク栽
培へ導入して，害虫防除効果と開花への影響の両面から検討した。その結果，黄色パルス光を適用すること
で，無照明と比較して，害虫による被害茎率は大幅に低減され，開花および切り花形質についても，営利栽
培上の問題となる影響は見られないことを明らかにした。このことから，本研究で開発した黄色LEDパルス
光を用いた害虫防除技術は，切り花ギク栽培において高い実用性を有することを示した。 
 以上をもって，本論文は博士（農学）学位に値するものと判定した。
